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卓話

「 自己紹介 」

川上 顕慶 会員

皆さんこんにちは。

奈良市の富雄で旅行会社をやっておりますエムビートラベルの川上と申します。

奈良西ロータリークラブさんとのお付き合いは前社長の追山が入会させていた

だいておりましたので会員さんの中には以前から知っている方もおられますので

多少は溶け込めやすいのかなと思っておりますが私のような若輩者がこのような

会に入会させていただくことになるとは大変恐縮しております。

今日は自己紹介卓話ということで簡単に自己紹介と会社のアピールをさせて

いただきます。

私、川上顕慶(かわかみ あきよし)ともうします。1981年(昭和56年)2月16日生

まれ、41歳。

奈良西ロータリークラブの現メンバーの中では最年少になります。生まれも育ち

も奈良市富雄になり自宅は谷垣会員、福川会員と同じ町内のご近所さんになり

ます。家族は私、妻、長男(中1)、長女(小4)の4人家族。

父は以前生駒ロータリークラブに入会しておりました。

私は川上家の長男として産まれ幼少期は元気いっぱいの外で遊ぶのが好きな子でした。

小学校3年生で野球を始め小中高大と野球部に所属してました。小中はチームの中心として活躍してましたが高

校野球はレベルが違い最後の夏もメンバー外を経験しましたので大学では軟式野球部に入部しました。ここでは

下級生の頃から試合に出させてもらい全国大会も経験しました。今でも趣味程度に草野球を楽しんでおります。

年々痛くなる肩をかばいながらプレーするのですが肩が痛くて痛くて…

野球というスポーツはおもしろいもので日本の中では競技人口の多いスポーツのひとつだと思います。初めて会っ

た人でも何故か意気投合してしまう不思議な関係にさせてくれるスポーツです。先日も後輩の子を連れて焼き鳥

屋さんで食事をしながら喋ってました。その後輩の子は消防団活動を一緒にやっている子で年齢は10歳以上離れ

ています。ただ少年野球の監督さんが同じであったことから慕ってくれるようになりました。その日も少年野球時代

の思い出話をしていると焼き鳥屋のおばちゃんが会話に入ってくるではありませんか。それまでは無愛想のおば

ちゃんやなと思ってましたが孫の野球の話になると急に笑顔で話てくるのです。

年代が違ってても見ず知らずの人とでも共通の話題になるのです。

そんな野球を子供ができたらやらせたいと結婚したときは思ってました。そして男の子ができたのですが全く野球

に興味を持ってくれません。そんな時に我が母校が悲願の夏の甲子園出場（2018年）を果たしました。県予選の決

勝の試合を自宅のテレビで見ていた私の母とその場にいた私の息子。私の母校だと知った息子が急に肩を入れ

て応援をしだし甲子園出場が決まると見に行きたいと言うではありませんか。これは最後のチャンスと思い出場校

枠のアルプススタンドのチケットを購入し当日はアルプスから応援しました。相手は名門、西東京の日大三高。試

合は負けてしまいましたが途中追い上げるホームランが飛び出すなどアルプススタンドは多いにもりあがりました。

試合後に息子に感想を聞くと『楽しかった！』というではありませんか。その流れで野球やるか？と聞くとあっさり

『やらない』という返事…そんな息子は今吹奏楽部に入っています。

きっかけは甲子園のアルプススタンドで演奏していた吹奏楽部。野球より吹奏楽に惹かれたようでした…でもコロ

ナ前の夏の甲子園と今年の春の甲子園は一緒に球場で観戦してくれました。

そんな野球漬けの学生生活を送っていましたが就職活動をするのに特にしたいことはありませんでした。色々な

業種の会社を受けましたがやはり熱意が他の学生と違うのかなかなか決まらずなんとなく楽しそうやなと旅行業

界に入りました。新卒で入った大阪の旅行会社はインターネットに沖縄や北海道などのツアーを載せて個人旅行

メインに売上を伸ばし始めた会社でした。まずはインターネットを見てかかってきた電話対応から始まり、メールの

問い合わせの処理などの仕事をして3年目ぐらいから企画担当へ。インターネットへの掲載コースの作成、値付け

などをしました。

1番大変だったのは当時の旅行雑誌のじゃらんにコースを掲載するための値付けです。じゃらん用に値下げされ

た料金が毎回航空会社から届くのですが催促してもなかなか届かないのです。ようやく届くのはいつも21時過ぎ。

締切は翌日のお昼。徹夜作業の始まりです

間に出勤。先方へ連絡を入れて一部の書類だけあとから提出させてもらいました。これが月

からできたのかなと今では思います。

そんなときに追山氏から電話があり

た。それがエムビートラベルに勤めるきっかけです。

最初の旅行会社とエムビートラベルの仕事は同じ業界ながら全く別でした。インターネット中心に対個人を相手

にしてた前会社と地元の町内会や水利組合、消防団など地元密着の団体企画などを中心にしていたエムビート

ラベル。仕事の仕方は全然違いました。

エムビートラベルに来てよかったなと思ったことは何でも自分でしないといけないこと。例えば大手旅行会社の場

合、営業の仕事は成約を取ってくること。仕事が決まれば今度は手配担当者がバス、旅館、昼食場所など予約

を入れていき当日の添乗員は派遣会社の人という場合が多いです。

しかし当社の場合はこれを全て

環境がオールマイティに対応でき仕事のスキルアップに繋がっていると思います。

今までで一番大変だったことは乗車中のバスが事故にあったことです。日帰り旅行でしたが行きがけの阪神高

速の合流地点で普通乗用車と接触しました。まだ出発して間もないところでした。しかもバス

何一つ終わってないのに。私は先頭車両に乗っておりそのバスが事故にあったためバスを乗り換えないといけ

ませんでした。阪神高速を半周して警察の事情聴取を受けて、高速を降りてバスを乗り換えようやく出発。全て

の行程が変わってきます

ができました。

ここで現在の海外の入国状況ですが、緩いのはベトナムです。コロナ前と同じ状況に戻っておりコロナのワクチ

ン接種証明書や

す。もし搭乗直前の

タイ、バンコクはタイランドパスという簡易

旅行に行きましょう。

逆に厳しい措置を取っているのは友好クラブがある台湾です。観光での入国を現在も停止中です。

日本も海外からの観光客の受け入れが再開されました。各県においても県民割のキャンペーンがされてますの

でしばらく旅行会社のバブルは続くかもしれません。しかし来年度になると県民割などのキャンペーンが終わると

その反動で売上が下がるだろうと予想してます。

これからの旅行業界の先行き不安なところもありますので社会人として、経営者として経験豊富な皆様にいろい

ろアドバイスいただきながら頑張っていきたいと思います。

今後とも宜しくお願い致します。



卓話（続き）

新入会式

締切は翌日のお昼。徹夜作業の始まりです…夜中の2時頃まで仕事をしてカプセルホテルに泊まり通常通りの時

間に出勤。先方へ連絡を入れて一部の書類だけあとから提出させてもらいました。これが月1回ありました。若い

からできたのかなと今では思います。

そんなときに追山氏から電話があり『旅行会社で勤めているなら地元に帰って来いよ』と声を掛けていただきまし

た。それがエムビートラベルに勤めるきっかけです。

最初の旅行会社とエムビートラベルの仕事は同じ業界ながら全く別でした。インターネット中心に対個人を相手

にしてた前会社と地元の町内会や水利組合、消防団など地元密着の団体企画などを中心にしていたエムビート

ラベル。仕事の仕方は全然違いました。

エムビートラベルに来てよかったなと思ったことは何でも自分でしないといけないこと。例えば大手旅行会社の場

合、営業の仕事は成約を取ってくること。仕事が決まれば今度は手配担当者がバス、旅館、昼食場所など予約

を入れていき当日の添乗員は派遣会社の人という場合が多いです。

しかし当社の場合はこれを全て1人でこなさないといけません。加えてカウンターでの接客業務もあります。この

環境がオールマイティに対応でき仕事のスキルアップに繋がっていると思います。

今までで一番大変だったことは乗車中のバスが事故にあったことです。日帰り旅行でしたが行きがけの阪神高

速の合流地点で普通乗用車と接触しました。まだ出発して間もないところでした。しかもバス3台口。1日の行程も

何一つ終わってないのに。私は先頭車両に乗っておりそのバスが事故にあったためバスを乗り換えないといけ

ませんでした。阪神高速を半周して警察の事情聴取を受けて、高速を降りてバスを乗り換えようやく出発。全て

の行程が変わってきます…お昼の時間、遊覧船、幸いにも時間が前後しましたが予定していたルートは回ること

ができました。

ここで現在の海外の入国状況ですが、緩いのはベトナムです。コロナ前と同じ状況に戻っておりコロナのワクチ

ン接種証明書やVISAなど何もいりません。ハワイは飛行機搭乗の24時間前のPCRの陰性証明書が必要になりま

す。もし搭乗直前のPCRで陽性が出ればキャンセル100%がかかってしまいますのでリスクはあります。

タイ、バンコクはタイランドパスという簡易VISAが必要で登録さえすれば隔離はなく入国できます。皆さんでゴルフ

旅行に行きましょう。

逆に厳しい措置を取っているのは友好クラブがある台湾です。観光での入国を現在も停止中です。

日本も海外からの観光客の受け入れが再開されました。各県においても県民割のキャンペーンがされてますの

でしばらく旅行会社のバブルは続くかもしれません。しかし来年度になると県民割などのキャンペーンが終わると

その反動で売上が下がるだろうと予想してます。

これからの旅行業界の先行き不安なところもありますので社会人として、経営者として経験豊富な皆様にいろい

ろアドバイスいただきながら頑張っていきたいと思います。

今後とも宜しくお願い致します。

川上 顕慶会員、ご入会おめでとうございます。
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